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介
護
保
険
負
担
限
度
額
制
度

な
ど
の
更
新
を

①
負
担
限
度
額
制
度

　
介
護
保
険
施
設
に
入
所
（
短
期

入
所
を
含
む
）
し
た
場
合
、
原
則

と
し
て
食
費
と
居
住
費（
滞
在
費
）

は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
次

の
要
件
を
満
た
す
人
は
申
請
す
れ

ば
限
度
額
ま
で
減
額
さ
れ
ま
す
。

要
件　
世
帯
全
員
（
世
帯
が
異
な

る
配
偶
者
を
含
む
）
が
市
民
税
非

課
税
で
、
預
貯
金
な
ど
が
一
定
額

（
単
身
１
０
０
０
万
円
、夫
婦
２
０

０
０
万
円
）
以
下
の
人

※
申
請
に
は
、
預
貯
金
が
わ
か
る

通
帳
な
ど
の
写
し
（
配
偶
者
分
を

含
む
）
と
印
鑑
が
必
要
で
す
。

②
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
受
領
委

任
払
い
制
度

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
が
府

内
の
介
護
保
険
施
設
に
月
の
初
日

か
ら
末
日
ま
で
継
続
し
て
入
所
し

た
場
合
、
利
用
者
負
担
額
が
高
額

に
な
っ
て
も
、
申
請
す
れ
ば
上
限

額
（
世
帯
の
課
税
状
況
に
よ
り
異

な
り
ま
す
）
ま
で
減
額
さ
れ
ま
す
。

※
①
②
と
も
、
現
在
こ
の
制
度
を

利
用
し
、
８
月
以
降
も
利
用
を
希

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

定
員　
16
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
３
０
０
円

申
込　
６
月
５
日
か
ら
電
話
で
左
記
へ

�
西
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
56
・
６
６
０
０
）

ま
ち
か
ど
カ
フ
ェ「
ゴ
ー
ル
デ
ン

カ
フ
ェ
」
が
始
ま
り
ま
す

　
み
ん
な
で
集
い
、
話
し
て
笑
っ

て
元
気
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

対
象　
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
、

興
味
が
あ
る
人

と
き　
６
月
19
日
㈬
午
後
１
時
30

分
～
３
時
▽
毎
月
第
３
水
曜
日

と
こ
ろ　
寿
里
苑
（
小
山
田
町
）

参
加
費　
２
０
０
円

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
高
齢
福
祉
課

介
護
の
知
恵
袋
ミ
ニ

対
象　
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
の

家
族

■
お
茶
し
な
が
ら
、
ホ
ッ
と
一
息

つ
き
ま
せ
ん
か（
交
流
会
も
あ
り
）

と
き
・
と
こ
ろ　
６
月
20
日
㈭
午

後
２
時
～
３
時
30
分
＝
カ
フ
ェ
花

♥
花
（
千
代
田
南
町
）

※
喫
茶
代
が
必
要
。

申
し
込
み・
問
い
合
わ
せ　
東
部
地

望
す
る
人
は
、
６
月
28
日
ま
で
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
▽
い
ず
れ
も

年
度
ご
と
に
手
続
き
が
必
要
で
す

▽
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
を
。

�
介
護
保
険
課

お
れ
ん
じ
く
ら
ぶ

対
象　
認
知
症
の
人
の
家
族
（
別

居
も
可
）

と
き　
①
６
月
15
日
㈯
「
溝
口
医

院
児
島
医
師
の
講
話
」、②
６
月
28

日
㈮　
「
認
知
症
の
人
の
気
持
ち
の

理
解
」、
③
７
月
11
日
㈭　
「
認
知

症
の
人
の
行
動
の
理
解
と
介
護
者

の
気
持
ち
の
持
ち
方
」
▽
時
間
は

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～
３
時

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

定
員　
各
日
15
人
（
先
着
順
）

申
込　
６
月
５
日
か
ら
左
記
へ

�
中
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
３
４
５
１
）

カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
緒
に
カ
レ
ー

の
調
理
・
喫
食
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

対
象　
市
内
在
住
者
の
認
知
症
の

人
と
ご
家
族

と
き　
６
月
27
日
㈭
午
前
10
時
～

午
後
1
時
30
分

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
52
・
０

１
８
０
）

■
イ
ス
に
座
っ
て
で
き
る
若
返
り

体
操
（
交
流
会
も
あ
り
）

と
き
・と
こ
ろ　
6
月
29
日
㈯
午
後

１
時
30
分
～
３
時
＝
千
代
田
公
民
館

定
員　
20
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
西
部
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　
（
☎
56
・

６
６
０
０
）

高
齢
者
の
ヨ
ガ
教
室

■
老
化
防
止
と
免
疫
力
ア
ッ
プ

と
き　
６
月
24
日
㈪
午
後
３
時
～

4
時
30
分

と
こ
ろ　
三
日
市
市
民
ホ
ー
ル

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
５
０
０
円（
当
日
徴
収
）

申
込　
６
月
６
日
～
23
日
に
電
話

か
フ
ァ
ク
ス
で
左
記
へ

�
健
康
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
の
中
川
さ

ん
（
☎
�
65
・
６
２
１
６
）

福
祉
セ
ン
タ
ー
錦
渓
苑
の

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

と
き　
７
月
６
日
㈯
午
後
１
時
～
３
時

と
こ
ろ　
福
祉
セ
ン
タ
ー
錦
渓
苑

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
福
祉
セ
ン
タ
ー
錦
渓
苑

（
☎
65
・
０
１
２
３
）

就
職
差
別
１
１
０
番

と
き　

６
月
１
日
㈯
～
30
日
㈰

（
閉
庁
日
を
除
く
）▽
い
ず
れ
も
午

前
10
時
～
午
後
６
時

相
談
電
話　
☎
06
・
６
２
１
０
・

９
５
１
８
▽
メ
ー
ル（rosei-g04@

sbox.pref.osaka.lg.jp

）
で
も

就
職
差
別
に
関
す
る
相
談
可

■
６
月
は
就
職
差
別
撤
廃
月
間

　
就
職
の
面
接
で
本
人
や
家
族
の

出
身
地
や
職
業
、
思
想
・
信
条
な

ど
に
つ
い
て
質
問
す
る
こ
と
は
、
本

人
に
責
任
の
な
い
事
項
や
本
来
自

由
で
あ
る
べ
き
事
項
で
応
募
者
を

判
断
す
る
こ
と
に
な
り
、
就
職
差

別
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

�
府
雇
用
推
進
室

（
☎
06
・
６
２
１
０
・
９
５
１
８
）

共
に
生
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

■
映
画
「
み
ん
な
の
学
校
」

と
き　
６
月
23
日
㈰
午
後
１
時
30

分
▽
開
場
は
１
時
か
ら

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

定
員　
２
５
０
人
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
▽
字
幕
あ
り

▽
１
歳
～
就
学
前
の
子
ど
も
の
一

時
保
育
あ
り
（
６
月
14
日
ま
で
に

電
話
で
申
し
込
み
を
）。

�
人
権
協
会
（
人
権
推
進
課
内
）

男
女
共
同
参
画
推
進
講
座

■
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

と
き　
６
月
19
日
㈬
・
26
日
㈬
、7

月
３
日
㈬
▽
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

定
員　
24
人（
先
着
順
）▽
１
歳
～

就
学
前
の
子
ど
も
の
一
時
保
育
あ
り

申
込　
６
月
５
日
か
ら
電
話
で
左

記
へ

※
駐
車
場
は
有
料
で
す
。

�
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
キ
ッ
ク
ス
内
、
☎
54
・
０
０
０
３
）

高齢者 人権

人
権

高
齢
者

６月23日～29日は男女共同参画週間
　職場や家庭、地域などで男女がそれぞれの個
性と能力を存分に発揮するには、一人ひとりの
意識改革が必要です。この機会に、男女のパー
トナーシップについて考えてみませんか。市で
はこの週間にあわせて次の講演会を開催します。

Part❶将来を充実させるためのマネープラ
ン＆明るく老後を楽しむために
とき　６月22日㈯午後１時30分～３時30分
定員　100人
Part❷小さな生きものを見つめながら よい
生き方を考える
　ＪＴ生命誌研究館館長の中村桂子さんが
講演します。
とき　７月17日㈬午後1時30分～３時20分
定員　200人
ところ　Part❶、Part❷ともキックス
申込　電話で下記へ
※市ホームページでも申込可▷１歳～就学
前の子どもの一時保育あり▷要申込。
�ｔｅａｍあごら事務局（男女共同参画セン
ター内、☎54-0003）

百年時代への糸口
男女共同参画週間講演会＆ワイワイあごら

問い合わせ　地域包括支援センター
（東部☎52-0180、中部☎ 55-3451、

西部☎ 56-6600）

認知症の相談は
“早め”がカギ

　
認
知
症
の
相
談
は
、
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。
と
は
い

え
、
か
な
り
進
行
し
て
か
ら

の
相
談
が
多
い
の
が
現
状
で

す
。ご
自
身
や
ご
家
族
は「
認

知
症
か
も
し
れ
な
い
」
と
い

う
不
安
が
あ
っ
て
も
、
年
相

応
の
も
の
忘
れ
で
あ
っ
て
ほ

し
い
と
の
思
い
か
ら
行
動
が

遅
れ
が
ち
で
す
。
早
め
に
気

づ
い
て
相
談
や
受
診
を
す
る

こ
と
が
、
穏
や
か
な
暮
ら
し

を
続
け
る
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。

　
生
活
環
境
を
整
え
た
り
社

会
的
な
支
援
を
受
け
て
、
生

活
し
や
す
く
工
夫
を
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
し
、
生
活
習
慣
病

を
予
防
・
治
療
し
た
り
、
人
と
交

流
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
認
知
症

の
進
行
予
防
に
取
り
組
む
こ
と
も

で
き
ま
す
。
認
知
症
に
つ
い
て
心

配
な
人
は
、
ま
ず
は
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
や
か
か
り
つ
け
医
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

河
内
長
野
市
お
れ
ん
じ
チ
ー
ム（
認

知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
）

　
看
護
師
・
保
健
師
・
社
会
福
祉

士
・
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
で
構
成

さ
れ
た
チ
ー
ム
で
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

訪
問
な
ど
で
、
認
知
症
の
人
や
そ

の
家
族
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

対
象　
40
歳
以
上
で
認
知
症
の
疑

い
が
あ
り
、
医
療
や
介
護
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
人

■
私
た
ち
に
ご
相
談
を

　
市
内
３
か
所
の
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
、
４
月
か
ら
認
知
症

地
域
支
援
推
進
員
が
配
置
さ
れ
ま

し
た（
写
真
下
）。
認
知
症
に
な
っ

て
も
安
心
し
て
、
自
分
ら
し
く
暮

ら
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
一
緒

に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

知っておきたい認知症のこと❶

認知症と加齢によるもの忘れの違い
早めに

相談か受診を

加齢による
もの忘れ

▶体験の一部を忘れる（食事の内容を忘れる）▶ヒ
ントで思い出せる ▶判断力は保たれ、日常生活に
支障はない

認知症の
記憶障がい

▶体験の全体を忘れる（食事したことを忘れる） ▶ヒン
トで思い出せない（取り繕うための作話がある） ▶判断
力の低下がみられ、日常生活に支障がある

◀左から北野さん（東部）、横田さん（中部）、水上さん（西部）

市政と関連情報 モックル生活ガイド
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就
労

市
嘱
託
職
員

職
務
内
容　
滝
畑
ふ
る
さ
と
文
化

財
の
森
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
や

関
連
事
業
の
企
画
運
営
な
ど

資
格　
要
自
動
車
運
転
普
通
免
許

（
Ａ
Ｔ
限
定
可
）

勤
務
日　
７
月
1
日
～
令
和
２
年

３
月
31
日
の
火
～
日
曜
日
で
指
定

の
４
日
（
繁
忙
期
・
閑
散
期
で
増

減
あ
り
）
▽
午
前
８
時
45
分
～
午

後
５
時
15
分
（
早
出
・
遅
出
あ
り
）

▽
勤
務
実
績
な
ど
を
考
慮
し
更
新

の
場
合
あ
り

月
額
報
酬　
16
万
４
８
０
０
円

人
数　
１
人

試
験
日　
６
月
16
日
㈰
▽
一
般
教

養
択
一
形
式
、
合
格
者
の
み
面
接

申
込　
写
真
付
の
履
歴
書
１
通
を

６
月
13
日
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー（
月

曜
休
館
）
へ
持
参

�
滝
畑
ふ
る
さ
と
文
化
財
の
森
セ

ン
タ
ー
（
☎
63
・
０
２
０
１
）

放
課
後
児
童
会

夏
休
み
ア
ル
バ
イ
ト

職
務
内
容　
放
課
後
児
童
会
で
の

支
援
補
助
な
ど

資
格　
児
童
の
指
導
に
つ
い
て
知

識
や
経
験
を
有
す
る
人
（
大
学
生

も
応
募
可
）

勤
務
日　
７
月
18
日
～
９
月
２
日

の
月
～
金
曜
日
▽
午
前
８
時
～
午

後
５
時
の
間
で
２
～
６
時
間

時
給　
９
６
５
円

人
数　
20
人

申
込　
写
真
付
の
履
歴
書
１
通
を

６
月
20
日
ま
で
に
左
記
へ
持
参

�
地
域
教
育
推
進
課

（
☎
54
・
０
０
０
５
）

こ
ど
も
介
助
支
援
員

職
務
内
容　
小
・
中
学
校
で
の
子

ど
も
の
身
辺
介
助
や
環
境
整
備

資
格　
介
護
職
員
初
任
者
研
修
修

了
、
介
護
福
祉
士
、
教
員
、
養
護

教
諭
、
保
育
士
の
い
ず
れ
か
の
資

格
・
免
許
を
持
つ
人
ま
た
は
小
・

中
学
校
で
同
様
の
業
務
に
１
年
以

上
従
事
し
た
経
験
が
あ
る
人

勤
務
日　
週
３
～
５
日
、１
日
７・

５
時
間

時
給　
１
１
４
１
円

人
数　
１
人
程
度

申
込　
写
真
付
き
の
履
歴
書
と
免

許
状
の
写
し
な
ど
を
６
月
10
日
ま

で
に
左
記
へ
持
参
か
郵
送
▽
後
日
、

面
接
試
験
を
実
施
し
ま
す

�
教
育
指
導
課

特
別
支
援
教
育
支
援
員

職
務
内
容　
小
・
中
学
校
の
通
常

学
級
で
の
支
援
を
要
す
る
子
ど
も

の
補
助

勤
務
日　
週
５
日
程
度
、
１
日
５

時
間
勤
務

時
給　
９
６
５
円

人
数　
１
人

申
込　
写
真
付
き
の
履
歴
書
を
６

月
10
日
ま
で
に
左
記
へ
持
参
か
郵

送
▽
後
日
、
面
接
試
験
を
実
施
し

ま
す

�
教
育
指
導
課

介
護
支
援
専
門
員

（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

■
資
格
の
更
新
を

　
介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
は
５

就労

年
ご
と
に
更
新
が
必
要
で
す
。
資

格
の
有
効
期
間
満
了
日
ま
で
に
更

新
研
修
を
修
了
し
た
う
え
で
、
更

新
の
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
を
。

�
大
阪
介
護
支
援
専
門
員
協
会

（
☎
06
・
６
３
９
０
・
４
０
１
０
）

■
府
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修

受
講
試
験

と
き　
10
月
13
日
㈰
午
前
10
時
～

申
込　
介
護
保
険
課
な
ど
に
あ
る

申
込
書
で
７
月
１
日
ま
で
（
当
日

消
印
有
効
）
に
左
記
へ

�
府
地
域
福
祉
推
進
財
団

（
☎
06
・
６
７
６
３
・
８
０
４
４
）

55
歳
以
上
の
就
職
を
応
援

■
シ
ニ
ア
人
財
育
成
講
習

　
新
し
い
能
力
を
身
に
つ
け
て
仕

事
の
選
択
肢
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。講

座
修
了
後
は
、
仕
事
に
つ
な
が
る

就
業
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
就
職

ま
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
応
援
し
ま
す
。

と
き　
６
月
６
日
㈭
～
20
日
㈭
の

う
ち
各
講
習
３
日
間
▽
い
ず
れ
も

午
後
1
時
～
５
時

と
こ
ろ　
エ
ル
・
お
お
さ
か
南
館

講
習
内
容　
事
務
補
助
、
障
が
い

者
支
援
、
保
育
補
助

定
員　
各
講
習
15
人
（
先
着
順
）

申
込　
電
話
で
シ
ニ
ア
就
業
促
進

セ
ン
タ
ー
へ

※
資
格
取
得
の
講
習
で
は
あ
り
ま

せ
ん
▽
詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
シ
ニ
ア
向
け
合
同
企
業
説
明
会

　
シ
ニ
ア
雇
用
に
積
極
的
な
企
業

約
20
社
と
、
55
歳
以
上
の
就
業
希

望
者
を
結
び
つ
け
ま
す
。

と
き　
７
月
３
日
㈬
午
後
１
時
～

４
時

と
こ
ろ　
Ｏ
Ｍ
Ｍ
大
阪
マ
ー
チ
ャ

ン
ダ
イ
ズ
・
マ
ー
ト
ビ
ル

※
当
日
直
接
会
場
へ
▽
京
阪
・
地

下
鉄
谷
町
線
「
天
満
橋
」
駅
下
車

▽
履
歴
書
の
持
参
は
不
要
で
す
。

�
シ
ニ
ア
就
業
促
進
セ

ン
タ
ー
（
☎
06
・
６
９

１
０
・
０
８
４
８
）

不
法
就
労
・

不
法
滞
在
を
防
ご
う

　

来
日
外
国
人
に
よ
る
不
法
就

労
・
不
法
滞
在
は
犯
罪
の
温
床
や

人
権
侵
害
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　
雇
う
側
は
必
ず
在
留
カ
ー
ド
を

確
認
し
、
雇
わ
れ
る
側
は
就
労
資

格
を
取
得
す
る
な
ど
、
ル
ー
ル
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

�
河
内
長
野
外
国
人
連
絡
協
議
会

（
河
内
長
野
警
察
署
内
、☎
54
・
１

２
３
４
）

松
本 

健け
ん

さ
ん

1

金
剛
寺
の
境
内
に
は
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
や
し
だ
れ
桜
が
植
え
ら
れ
、
春

の
訪
れ
を
人
々
に
知
ら
せ
て
い
ま
す
。
そ

の
場
所
や
数
は
時
代
に
よ
っ
て
変
化
が
み

ら
れ
ま
す
が
、
今
も
周
辺
住
民
や
参
詣
客

か
ら
、
桜
に
ま
つ
わ
る
思
い
出
話
が
聞
か

れ
、
寺
の
風
景
と
桜
の
組
み
合
わ
せ
は
切

り
離
せ
な
い
も
の
だ
と
わ
か
り
ま
す
。

花
見
と
い
え
ば
現
代
で
は
「
桜
」
を

思
い
浮
か
べ
ま
す
が
、
奈
良
時
代

に
は
、
万
葉
集
に
お
さ
め
ら
れ
た
和
歌
の

多
さ
か
ら
、「
梅
」
が
対
象
だ
っ
た
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。
新
元
号
「
令
和
」
の

引
用
元
と
な
っ
た
歌
に
も
、「
初
春
の
令

月
に
し
て　
気き

よ淑
く
風
和な

ぎ　
梅
は
鏡き

ょ
う

前ぜ
ん

の
粉こ

を
披ひ

ら

き
…
」
の
よ
う
に
梅
が
詠よ

ま
れ

て
い
ま
す
。
時
代
を
経
る
に
つ
れ
、
花
見

の
風
習
は
貴
族
や
戦
国
大
名
か
ら
庶
民
に

ま
で
広
が
り
、
そ
の
対
象
は
梅
か
ら
桜
へ

と
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

古
く
か
ら
春
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い

た
花
見
。
古
く
は
歌
を
詠
む
場
、

今
で
は
交
流
を
楽
し
む
場
と
し
て
、
人
々

に
親
し
ま
れ
る
様
子
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
金
剛
寺
で
は
、
昔
か
ら
境
内

を
流
れ
る
小
川
沿
い
や
周
辺

に
、
多
く
の
桜
が
あ
り
ま
し
た
。

私
が
幼
か
っ
た
昭
和
30
年
代
、

家
族
で
花
見
を
し
な
が
ら
、
桜

の
花
び
ら
で
髪
飾
り
を
つ
く
っ

て
遊
ん
だ
覚
え
が
あ
り
ま
す
。

　
楼
門
の
し
だ
れ
桜
は
、
昔
は

細
く
て
印
象
も
な
く
目
立
た
な

か
っ
た
の
に
、
今
で
は
、
寺
を

代
表
す
る
桜
に
ま
で
成
長
し
、

感
慨
も
ひ
と
し
お
で
す
。

　
孫
の
世
代
に
も
、
こ
の
大
切

な
地
域
の
魅
力
を
引
き
継
い
で

い
き
た
い
も
の
で
す
。

23

��楼門横に咲くしだれ
桜�多宝塔をバックに咲く
山桜�北朝行在所の庭で
咲くしだれ桜を見上げる

天
野
地
区

（
天
野
山
金
剛
寺
の
桜
）

◉

天野地区
Amano

※天野山金剛寺へは河内長
野駅から南海バス「天野山」
下車すぐ。
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健
康

問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー

〒
586-
０
０
１
２
菊
水
町
２
の

13（
☎
55
・
０
３
０
１
）

※
対
象
の
記
載
が
な
い
同
セ
ン

タ
ー
の
事
業
は
市
民
が
対
象
。

保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
す
る

が
ん
検
診
（
有
料
）

対
象
・
費
用　
左
表
の
と
お
り

と
き　
７
月
１
日
㈪
▽
受
付
は
午

前
８
時
30
分
～
10
時
30
分

申
込　
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

（
受
付
中
）▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
申
込
可
▽
定
員
あ
り（
先
着
順
）

※
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
人
は
費

用
免
除
制
度
あ
り
。

乳
が
ん
検
診
（
有
料
）

対
象
・
費
用　
左
上
表
と
同
じ

と
き　
８
月
～
９
月
の
第
１
～
第

４
土
曜
日
の
午
前
中

と
こ
ろ　
大
阪
南
医
療
セ
ン
タ
ー

申
込　
６
月
17
日
ま
で
に
電
話
で

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
▽
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
申
込
可
▽
各
日
定
員
あ

り
（
抽
選
）

※
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
事
前
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

特
定
不
妊
・

不
育
症
治
療
費
助
成

　
平
成
30
年
4
月
1
日
以
降
に
特

定
不
妊
治
療
・
不
育
症
治
療
が
終

了
し
た
人
に
対
し
、
治
療
費
の
一

部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
申
請
期
日
、
対
象
条
件
、
申
請

方
法
な
ど
詳
し
く
は
保
健
セ
ン
タ

ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

石
綿
ば
く
露
者
へ
の

健
康
管
理
に
係
る
試
行
調
査

対
象　
40
歳
以
上
の
市
民
で
、
調

査
対
象
地
域
や
そ
の
周
辺
で
石
綿

取
扱
い
施
設
が
稼
働
し
て
い
た
な

ど
石
綿
が
飛
散
し
た
可
能
性
の
あ

る
時
期
に
、
当
該
調
査
対
象
地
域

に
居
住
し
て
い
た
人
な
ど

内
容　
問
診
、胸
部
Ｃ
Ｔ
検
査
、保

健
指
導
▽
希
望
者
は
肺
が
ん
検
診

（
胸
部
Ｘ
線
）
も
受
診
可

■
胸
部
Ｃ
Ｔ
検
査

と
き　
７
月
21
日
㈰
、
８
月
７
日

㈬
▽
い
ず
れ
も
午
後
1
時
30
分

（
予
約
制
）

と
こ
ろ　
市
役
所

■
肺
が
ん
検
診

と
き　
６
月
18
日
㈫
午
前
10
時
～

10
時
30
分
・
22
日
㈯
午
前
10
時
30

分
～
11
時
（
予
約
制
）

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

申
込　
６
月
10
日
ま
で
に
電
話
で

保
健
セ
ン
タ
ー
へ

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
を
。

健康公表

公
表

情
報
公
開
制
度
な
ど
の

運
用
状
況
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
度
の
運
用
状
況
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
情
報
公
開
制
度
・
個
人

情
報
保
護
制
度
に
関
し
、
不
服
申

立
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

■情報公開制度
請求の状況

請求者数（延べ人数） 受理した請求書数 請求された行政文書数
57 人 57 通 244 件

決定などの状況
全部開示 部分開示 非開示 拒否 不存在 取下げ 計
112 件 105 件 ー ー 27 件 ー 244 件

■個人情報保護制度
請求の状況

請求者数（延べ人数） 受理した請求書数 請求された行政文書数
49 人 49 通 125 件

決定などの状況
全部開示 部分開示 非開示 拒否 不存在 取下げ 計
84 件 26 件 ー ー 15 件 ー 125 件

■審議会などの会議の公開制度
会議開催状況

公開の会議開催回数 傍聴者のあった会議 傍聴者数（延べ人数）
54 回 13 回 32 人

■
情
報
公
開
制
度

　
市
が
保
有
し
て
い
る
行
政
文
書

を
閲
覧
な
ど
が
で
き
る
制
度
で
す
。

■
個
人
情
報
保
護
制
度

　
自
分
自
身
の
情
報
が
ど
の
よ
う

に
記
録
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
で

き
る
制
度
で
す
。

■
会
議
の
公
開
制
度

　
審
議
会
な
ど
の
審
議
の
状
況
を

傍
聴
で
き
る
制
度
で
す
。

�
情
報
セ
ン
タ
ー

内容 対象 費用
大腸がん

40 歳以上の市民
各500円

肺がん
胃がん

各1000円
乳がん

40 歳以上の女性で、
令和元年度中に奇数
年齢になるか平成 30
年度未受診の市民

平
成
30
年
度
下
半
期

財
政
事
情
の
公
表

今
年
３
月
末
ま
で
の
平
成
30
年
度
予
算
の
執
行
状

況
と
、
基
金
・
市
債
・
財
産
（
土
地
・
建
物
）
の

状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�
財
政
課

一
般
会
計
の
状
況

　
平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

当
初
３
３
７
億
９
５
４
８
万
２
０
０

０
円
（
繰
越
予
算
を
含
む
）
で
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
が
、
24
億
５
０
４
４

万
５
０
０
０
円
を
増
額
補
正
し
、
３

６
２
億
４
５
９
２
万
７
０
０
０
円
に

な
り
ま
し
た
。

　
市
民
１
人
当
た
り
の
市
税
負
担
額

（
調
定
額
）で
は
11
万
４
８
６
９
円
、

１
世
帯
当
た
り
で
は
25
万
５
３
２

２
円
と
な
り
ま
す
。

基
金
・
市
債
・
財
産
の
状
況

　
市
の
貯
金
で
あ
る
基
金
、
市
の

借
金
で
あ
る
市
債
に
つ
い
て
は
、市

民
１
人
当
た
り
の
基
金
の
額
で
は

８
万
９
９
９
６
円
、
市
債
の
額
で

■表４基金・市債の状況 ( 単位 : 千円 )
種   類 金   額 主な使い道
基  金 9,483,536 

財政調整基金 2,339,306 財源不足への対応
普通建設事業基金 1,198,364 一般建設事業

減債基金 404,949 借金の返済
その他特定目的基金 5,364,354 公共施設の維持改修など

水道事業基金 176,563 用地取得・施設整備など
市  債 59,252,128 

臨時財政対策債等 18,853,278 財源不足への対応など
通常の建設地方債 11,590,572 建設事業や災害復旧など

水道事業債 4,594,526 建設改良事業費
下水道事業債 24,213,752 建設改良事業費など

※平成 31年 3 月 31日現在の人口は 105,377 人、世帯数は 47,409 世帯です。

■表２ 特別会計の執行状況 （単位：千円、％）

会 計 名
歳　　入 歳　　出

予算現額 収入済額（執行率） 予算現額 支出済額（執行率）
特 別 会 計 26,740,352 24,679,848（92.3） 26,740,352 23,113,045（86.4）
国民健康保険事業 14,049,836 12,818,435（91.2） 14,049,836 12,248,910（87.2）

土 地 取 得 121,744 90,333（74.2） 121,744 90,333（74.2）

部落有財産 8,048 7,891（98.0） 8,048 7,500（93.2）

介 護 保 険 10,594,294 9,803,653（92.5） 10,594,294 8,969,066（84.7）

後期高齢者医療 1,966,430 1,959,536（99.6） 1,966,430 1,797,236（91.4）

■表３公営企業会計の執行状況 （単位：千円、％）

会 計 名
収　　入 支　　出

予算現額 収入済額（執行率） 予算現額 支出済額（執行率）
水道事業会計
収益的収支 2,590,418 2,595,212（100.2） 2,514,391 2,369,371（94.2）
資本的収支 352,028 289,928（82.4） 970,252 721,942（74.4）

下水道事業会計
収益的収支 3,063,096 3,073,312（100.3） 3,145,741 3,061,607（97.3）
資本的収支 1,911,004 1,731,019（90.6） 2,895,948 2,740,073（94.6）

■表１ 一般会計の執行状況
費　目 予算現額 収入済額（執行率）
歳　入 36,245,927 31,071,635（85.7）

市 税 11,995,124 11,730,804（97.8）
国庫支出金 6,399,666 5,612,665（87.7）
地方交付税 6,203,862 6,222,520（100.3）
市 債 3,564,400 1,498,400（42.0）
府 支 出 金 2,972,040 1,791,305（60.3）
使用料及び手数料 637,564 586,407（92.0）
繰 入 金 620,614 59,073 （9.5）
分担金及び負担金 384,683 343,863（89.4）
そ の 他 3,467,974 3,226,598（93.0）

（単位 : 千円、%）
費   目 予算現額 支出済額（執行率）
歳　出 36,245,927 30,506,040（84.2）
民 生 費 16,284,155 15,098,697（92.7）
教 育 費 4,165,394 2,927,482（70.3）
総 務 費 3,740,075 2,370,984（63.4）
衛 生 費 3,109,960 2,542,287（81.7）
公 債 費 3,076,838 2,892,022（94.0）
土 木 費 2,678,771 2,296,403（85.7）
消 防 費 1,276,354 1,190,264（93.3）
農林業費 496,642 303,025（61.0）
そ の 他 1,417,738 884,876（62.4）

は
56
万
２
２
８
７
円
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
の
財
産
に
つ
い
て
は
、

土
地
が
２
９
１
万
７
４
１
２
平
方

㍍
、
建
物
が
26
万
１
６
７
９
平
方

㍍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
こ
れ
ら
の
数
値
は
、平
成
31
年

３
月
31
日
現
在
の
も
の
で
す
。

会
計
年
度
は
終
了
し
て
い
ま
す
が
、

５
月
31
日
ま
で
、出
納
の
整
理
を

行
い
ま
す
の
で
、平
成
30
年
度
決

算
の
数
値
と
は
一
致
し
ま
せ
ん
。

市政と関連情報 モックル生活ガイド












